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� ●兵士たちが生きた時代―日中戦争から太平洋戦争へ

兵
士
た
ち
が
生
き
た
時
代

�

―
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ

横
浜
の
兵
士
の
記
録

軍
隊
や
戦
争
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
時
代
、
兵
士
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
生
き
た

の
だ
ろ
う
か
。

横
浜
で
は
、
兵
士
の
記
録
や
資
料
が
比
較

的
少
な
い
。
戦
前
の
横
浜
に
は
、
駐
屯
す
る

連
隊
（
当
時
は
聯
隊
と
表
記
し
た
が
こ
こ
で

は
連
隊
と
す
る
）
が
な
く
、
甲
府
連
隊
区
に

属
し
て
い
た
。
ま
た
、
戦
前
に
人
口
一
〇
〇

万
人
を
超
え
て
い
た
横
浜
の
住
民
に
は
寄
留

者
も
多
く
、
地
方
出
身
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本

籍
地
に
戻
っ
て
出
征
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し

た
都
市
横
浜
の
事
情
が
、
横
浜
の
兵
士
た
ち

を
見
え
に
く
く
し
て
い
る
。

甲
府
連
隊
に
つ
い
て
は
、
樋
貝
義
治
『
戦

記
甲
府
連
隊
』（
初
版
一
九
六
四
年
、
再
版

一
九
七
八
年
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
）
と
『
甲

府
聯
隊
写
真
集
』（
一
九
七
八
年
、
国
書
刊

行
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
第
四
九
連
隊

お
よ
び
そ
の
後
甲
府
で
編
成
さ
れ
た
各
連
隊

の
歩
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
横
浜

で
は
郷
土
部
隊
が
地
元
に
な
い
た
め
か
、
部

隊
と
兵
士
一
人
一
人
の
歩
み
を
残
そ
う
と
い

う
動
き
が
、
鈍
か
っ
た
の
も
否
定
で
き
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
自
ら
の
軍
事
郵
便
を
ま
と

め
た
横
浜
の
詩
人
松
永
浩
介
の
『
一
兵
士
の

戦
中
通
信
』（
一
九
七
八
年
、
オ
リ
ジ
ン
出

版
セ
ン
タ
ー
）
は
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

横
浜
市
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
横
浜
の
空

襲
と
戦
災
関
連
資
料
な
ど
に
は
、
断
片
的
で

は
あ
る
が
元
兵
士
の
関
連
資
料
や
写
真
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
体
験
記
や
手
記

も
、
い
く
つ
か
提
供
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
貴
重
な
資
料
で
あ
り
記
録
で
は
あ
る
が
、

横
浜
に
お
け
る
戦
争
体
験
を
系
統
立
て
て
再

現
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
戦
後
七
〇
年
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
元
兵
士
の
資
料
、
と
く
に
軍

事
郵
便
・
従
軍
日
誌
や
手
記
な
ど
兵
士
自
身

が
記
し
た
資
料
が
、
新
た
に
何
件
か
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
の
一
部
は
、
昨
年
の
展
示
会
や『
市

史
通
信
』
で
紹
介
し
た
。

今
回
さ
ら
に
、
ミ
ニ
展
示
「
兵
士
た
ち
が

生
き
た
時
代
」
を
開
催
し
、
展
示
し
た
資
料

の
中
か
ら
、
兵
士
一
人
一
人
の
歩
み
を
示
す

資
料
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
入
営
か
ら
帰

還
に
至
る
間
の
公
文
書
的
な
資
料
か

ら
見
て
い
こ
う
。

入
営
に
関
し
て
は
、
現
役
入
営
者

に
送
ら
れ
た
通
知
「
現
役
入
営
（
団
）

ニ
関
ス
ル
示
達
」
が
残
さ
れ
て
い
る

（
写
真
１
、
小
糸
光
子
家
資
料
）。

宛
先
は
戸
塚
町
在
住
の
小
糸
四
郎
さ

ん
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
生

ま
れ
な
の
で
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
に
徴
兵
検
査
を
受
け
て
現
役

入
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

陸
軍
の
場
合
は
入
営
と
い
い
、
海
軍

の
場
合
は
最
初
に
海
兵
団
に
入
る
た

め
入
団
と
い
っ
た
。
小
糸
さ
ん
が
入

営
す
る
東
部
第
五
七
二
部
隊
と
は
、

柏
に
司
令
部
の
あ
っ
た
陸
軍
第
四
航

空
教
育
隊
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
通
知
は
、
戸
塚
区
役
所
が
入

営
日
時
や
持
ち
物
な
ど
細
か
な
指
示
を
記
し

た
も
の
で
、
入
営
部
隊
の
最
寄
り
駅
ま
で
案

内
さ
れ
て
い
る
。
入
営
の
手
順
が
、
具
体
的

に
よ
く
わ
か
る
資
料
で
あ
る
。

軍
隊
手
帳

軍
隊
手
帳
（
当
時
は
軍
隊
手
牒
と
表
記
し

た
）
に
は
、
入
営
か
ら
除
隊
に
至
る
軍
歴
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
配
属
先
の
部
隊
や
派
遣

先
、
さ
ら
に
簡
閲
点
呼
の
記
録
な
ど
も
記
さ

れ
る
。
軍
隊
手
帳
の
記
載
は
、
個
々
の
軍
歴

を
示
す
だ
け
で
な
く
、
動
員
・
召
集
、
さ
ら

に
戦
地
や
部
隊
の
動
向
な
ど
、
軍
隊
の
実
情

を
よ
く
反
映
す
る
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

た
と
え
ば
、
当
時
八
幡
町
（
南
区
）
に
住

ん
で
い
た
桐
谷
一
さ
ん
の
軍
隊
手
帳
を
見
て

み
よ
う
（
桐
谷
誠
一
家
資
料
）。
桐
谷
さ
ん

は
千
葉
県
出
身
で
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

生
ま
れ
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月

に
臨
時
召
集
さ
れ
、
通
信
兵
と
し
て
東
部
第

八
八
部
隊
（
近
衛
電
信
第
一
連
隊
、
現
相
模

原
市
）
に
入
隊
し
た
。
間
も
な
く
満
州
に
派

遣
さ
れ
る
が
、
翌
年
七
月
沖
縄
の
部
隊
に
転

属
し
て
、
徳
之
島
の
守
備
に
つ
い
た
。
一
九

四
五
年
一
月
に
は
さ
ら
に
宮
古
島
に
移
り
、

そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
、
復
員
し
た
。

こ
の
軍
隊
手
帳
の
記
載
か
ら
は
、
沖
縄
守

備
の
た
め
に
、
満
州
か
ら
部
隊
や
兵
員
が
派

遣
さ
れ
、
島
々
に
配
置
さ
れ
て
い
っ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
宮
古
島
は
、
激
し
い
艦
砲

射
撃
と
空
襲
を
受
け
て
、
兵
士
や
市
民
に
多

く
の
犠
牲
を
出
し
た
が
、
地
上
戦
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

一
方
、
召
集
が
繰
り
返
さ
れ
る
実
態
も
、

軍
隊
手
帳
の
軍
歴
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
倉
田
（
戸
塚
区
）
の
吉
原
朝
次
さ
ん
は
一

九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
生
ま
れ
、
一
九
二

六
（
大
正
一
五
）
年
一
月
、
野
戦
重
砲
兵
第

三
連
隊
（
三
島
）
に
現
役
で
入
営
し
、
翌
年

一
一
月
に
除
隊
し
た
（
吉
原
朝
次
家
資
料
）。

そ
し
て
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
の
日

中
戦
争
開
戦
後
に
召
集
さ
れ
、
野
戦
重
砲
兵

第
一
二
連
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
一
〇
月
に
上

海
上
陸
直
後
、
負
傷
し
て
広
島
陸
軍
病
院
に

入
院
し
、
翌
年
二
月
に
召
集
解
除
と
な
っ
て

い
る
が
、
一
九
四
一
年
七
月
に
再
び
召
集
、

野
戦
重
砲
兵
第
一
三
連
隊
に
配
属
、
満
州
に

出
征
し
た
。
一
九
四
三
年
一
月
に
船
舶
通
信

連
隊
へ
転
属
に
な
っ
た
後
、
翌
年
一
二
月
に

広
島
で
召
集
解
除
と
な
っ
た
。

写真1　現役入営（団）ニ関スル示達　1945（昭和20）年5月
� 小糸光子家資料
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吉
原
さ
ん
は
、
日
中
戦
争
前
に
も
二
度
の

勤
務
演
習
に
召
集
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
七

年
の
召
集
時
に
は
三
二
歳
で
あ
っ
た
。
兵
士

と
し
て
は
比
較
的
高
齢
の
上
、
負
傷
し
て
除

隊
と
な
っ
た
後
に
も
三
六
歳
で
再
び
召
集
さ

れ
た
事
実
に
、
日
中
戦
争
時
の
動
員
の
実
情

が
う
か
が
え
る
。
現
役
兵
中
心
の
部
隊
を
派

遣
せ
ず
、
補
充
兵
や
予
備
役
・
後
備
役
の
兵

士
が
多
く
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

軍
隊
手
帳
の
軍
歴
に
は
、
参
加
し
た
戦
闘

や
作
戦
が
、
具
体
的
に
記
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
生
ま

れ
の
高
橋
虎
之
助
さ
ん
は
高
部
屋
村
（
現
伊

勢
原
市
）
出
身
で
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）

年
七
月
に
甲
府
の
第
四
九
連
隊
留
守
隊
に
入

営
し
、第
三
陸
上
輸
卒
隊
に
編
入
さ
れ
た（
小

川
惠
子
家
資
料
）。

同
月
中
に
上
海
に
上
陸
、
南
京
な
ど
を
経

て
一
一
月
に
は
漢
口
に
到
着
し
て
い
る
。
同

年
暮
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
南
昌
攻
略
戦
や

襄
東
（
じ
ょ
う
と
う
）
会
戦
に
参
加
し
、
漢

口
周
辺
の
警
備
に
従
事
し
た
後
、
一
九
四
〇

年
三
月
に
甲
府
に
戻
り
、
召
集
解
除
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
高
橋
さ
ん
の
場
合
も
一
九
四

五
年
七
月
に
再
度
召
集
さ
れ
、
甲
府
の
東
部

第
六
三
部
隊
（
一
九
三
九
年
以
降
の
呼
称
）

に
入
っ
て
い
る
。

軍
事
郵
便

こ
れ
ら
の
客
観
的
な
記
録
は
、
軍
隊
と
戦

争
の
実
際
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
一
方
、

従
軍
日
誌
・
軍
事
郵
便
な
ど
兵
士
自
ら
が
記

し
た
資
料
は
、
兵
士
一
人
一
人
の
歩
み
に
加

え
て
そ
の
心
情
、
と
く
に
家
族
へ
の
思
い
を

生
々
し
く
伝
え
て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
軍

の
検
閲
の
も
と
本
音
を
記
す
に
は
制
約
も
あ

っ
た
が
、
文
章
の
行
間
か
ら
そ
の
心
情
を
読

み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

安
室
吉
弥
家
資
料
に
は
、
軍
事
郵
便
が
葉

書
と
手
紙
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
通
以
上
残
さ
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
桜
岡
小
学
校
校
長
で

青
年
学
校
長
も
兼
ね
て
い
た
安
室
晋
治
さ
ん

宛
に
、
教
え
子
た
ち
が
中
国
大
陸
の
戦
地
か

ら
送
っ
た
便
り
で
あ
る
。

「
元
気
に
軍
務
に
服
し
て
お
り
ま
す
」
と

い
っ
た
決
ま
り
文
句
の
近
況
報
告
が
多
い
が
、

な
か
に
は
敵
弾
を
受
け
て
負
傷
し
、
軍
病
院

に
入
院
・
治
療
中
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

便
り
も
あ
る
。
ま
た
、
戦
地
で
の
移
動
の
経

緯
や
現
地
の
様
子
、
あ
る
作
戦
・
戦
闘
に
参

加
し
た
旨
な
ど
が
、
検
閲
の
許
す
範
囲
で
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
少
し
で
も
自
分

の
様
子
を
、
ふ
る
さ
と
の
知
人
や
家
族
に
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

広
い
中
国
大
陸
で
、
零
下
三
〇
度
の
厳
寒

と
書
く
者
も
い
れ
ば
、「
暑
熱
猖
獗
を
極
め
」

と
暑
さ
を
訴
え
る
者
も
い
る
。
ま
た
、
季
節

の
移
り
変
わ
り
に
ふ
る
さ
と
ヘ
の
郷
愁
を
募

ら
せ
る
者
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
定
型
の
挨

拶
文
の
な
か
に
も
、
異
国
の
厳
し
い
戦
地
に

置
か
れ
た
心
情
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
家
族
宛
の
軍
事
郵
便
は
、
恩
師
や

知
人
へ
の
近
況
報
告
に
比
べ
れ
ば
、
家
族
を

思
う
心
情
を
よ
り
直
接
に
表
現
し
て
い
る
。

ル
ソ
ン
島
で
戦
病
死
し
た
田
辺
京
三
さ
ん

の
葉
書
が
、
娘
さ
ん
の
手
元
に
た
っ
た
一
枚

残
さ
れ
て
い
た
（
中
野
千
鶴
子
家
資
料
）。

田
辺
さ
ん
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
埼

玉
県
滑
川
生
ま
れ
、三
菱
重
工
横
浜
船
渠（
造

船
所
）
に
務
め
、
藤
棚
（
西
区
）
に
住
ん
で

い
た
。
家
族
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
四

（
昭
和
一
九
）
年
二
月
頃
海
軍
に
志
願
し
て

砲
兵
と
な
り
、
パ
ラ
オ
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
・

レ
イ
テ
島
を
転
戦
し
た
後
、
ル
ソ
ン
島
で
マ

ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

葉
書
は
留
守
宅
の
妻
千
代
子
さ
ん
宛
で
、

差
出
住
所
は
海
軍
な
の
で
横
須
賀
郵
便
局
気

付
と
な
っ
て
い
る
。
日
付
は
な
い
が
、
し
ば

ら
く
便
り
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
内
地
も
暑

い
だ
ろ
う
と
い
っ
た
文
言
か
ら
一
九
四
四
年

の
夏
頃
と
思
わ
れ
る
。

文
面
に
は
、
家
族
へ
の
思
い
が
つ
ま
っ
て

い
る
。「
御
前
も
色
々
と
大
変
な
事
で
せ
う

が
家
の
事
は
何
分
御
願
す
る
。
自
分
も
御
陰

様
で
元
気
で
居
り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
事
は

少
し
も
心
配
す
る
事
は
無
い
か
ら
、
御
前
も

あ
ま
り
躰
は
丈
夫
の
方
で
は
無
い
か
ら
健
康

に
は
呉
々
も
注
意
さ
れ
て
、
母
上
様
や
子
供

達
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。」
と
、
妻
に
母

親
と
子
ど
も

の
こ
と
を
託

し
て
い
る
。

こ
の
葉
書

と
共
に
、
出

征
前
に
母
と

親
子
四
人
と

で
撮
っ
た
最

後
の
家
族
写

真
が
残
さ
れ

て
い
る
（
写

真
２
）。
父

に
抱
か
れ
て

い
る
の
が
、
提
供
者
の
中
野
千
鶴
子
さ
ん
で

あ
る
。

同
じ
く
、
戦
後
、
満
州
の
軍
病
院
で
戦
病

死
し
た
田
中
国
一
郎
さ
ん
の
葉
書
に
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
思
い
が
溢
れ
て
い
る
（
田
中

一
郎
家
資
料
）。

田
中
さ
ん
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年

群
馬
県
荒
砥
村
（
現
前
橋
市
）
生
ま
れ
、
平

沼
町
か
ら
岡
野
町
（
西
区
）
と
、
妻
春
子
さ

ん
の
両
親
と
暮
ら
し
て
い
た
。
一
九
四
四
年

三
月
に
召
集
さ
れ
て
高
崎
の
東
部
第
三
八
部

隊
（
歩
兵
第
一
五
連
隊
）
に
入
隊
、
北
支
派

遣
軍
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
（
写
真
３
）。

翌
年
四
月
、
夫
の
実
家
に
疎
開
し
た
家
族
に
、

北
支
か
ら
の
便
り
が
届
く
。「
晃
の
病
気
の

様
子
は
其
の
後
如
何
で
す
か
。
矢
張
り
遠
く

離
れ
て
居
る
と
何
と
な
く
気
に
な
り
ま

す
。」と
、
子
ど
も
た
ち
の
身
を
案
じ
て
い
る
。

娘
葉
満
子
さ
ん
に
宛
て
た
こ
の
頃
の
葉
書

が
、
一
〇
通
残
さ
れ
て
い
る
。
長
女
で
あ
る

葉
満
子
さ
ん
に
対
し
て
は
、
仲
良
く
遊
ん
で

写真2　出征直前の田辺京三一家
� 1944（昭和19）年2月　中野千鶴子家資料
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弟
妹
た
ち
の
面
倒

を
よ
く
み
る
よ
う

に
、「
一
番
上
の

人
は
本
当
に
骨
が

折
れ
る
の
で
す

よ
」
と
、
諭
す
よ

う
な
言
葉
が
多
い
。

他
方
、
慣
れ
な
い

田
舎
で
の
暮
ら
し

を
案
じ
、「
葉
満

子
さ
ん
は
も
う
六

年
生
に
な
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
」
と
成
長
を
喜
び
、「
毎
日
何

を
し
て
遊
ん
で
居
ら
れ
る
か
今
度
の
便
り
に

書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

愛
情
に
溢
れ
た
文
面
が
続
く
。

し
か
し
、
や
が
て
便
り
が
途
絶
え
、
戦
争

が
終
わ
っ
て
も
消
息
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

妻
春
子
さ
ん
は
荒
砥
村
で
教
員
と
な
り
、
夫

の
復
員
を
待
っ
た
が
、
一
年
後
の
七
月
に
な

っ
て
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
直
後
の
八
月
二
八

日
に
満
州
の
軍
病
院
で
戦
病
死
し
て
い
た
こ

と
が
、
届
い
た
死
亡
告
知
書
に
よ
っ
て
わ
か

っ
た
。
そ
の
後
、
春
子
さ
ん
は
教
師
と
し
て

働
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
。
そ

の
家
族
の
歩
み
を
、
春
子
さ
ん
自
身
が
「
年

輪
の
抄
」
と
題
す
る
二
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
ま

と
め
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
軍
事
郵
便
や
死
亡

告
知
書
、
写
真
な
ど
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

従
軍
日
誌
と
従
軍
記

当
時
、
兵
士
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
記
録
と

し
て
は
、
軍
事
郵
便
の
他
に
従
軍
日
誌
が
あ

る
。
中
区
若
葉
町
に
住
ん
で
い
た
中
込
達
雄

さ
ん
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
生
ま

れ
、
法
政
大
学
在
学
中
の
一
九
四
四
（
昭
和

一
九
）
年
九
月
に
学
徒
兵
と
な
り
、
千
葉
県

二
宮
町
（
現
船
橋
市
）
の
東
部
軍
教
育
隊
に

甲
種
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
隊
し
た
。
教
育

隊
で
は
、
訓
練
の
一
環
で「
修
養
録
」に
日
々

の
反
省
を
書
く
こ
と
を
課
さ
れ
、
教
官
が
定

期
的
に
そ
れ
を
点
検
し
た
（
中
込
達
雄
家
資

料
）。
突
然
、
学
生
か
ら
兵
士
に
な
り
、
兵

士
と
し
て
の
自
覚
を
求
め
ら
れ
た
葛
藤
が
そ

の
文
面
か
ら
う
か
が
え
る
。
中
込
さ
ん
は
演

習
中
に
け
が
を
し
て
、
結
局
戦
地
に
行
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
、
鈴
木
清
蔵
さ
ん

の
従
軍
日
誌
で
あ
る
（
鈴
木
彰
家
資
料
）。

鈴
木
さ
ん
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年

新
潟
生
ま
れ
の
医
師
で
、
一
九
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
九
月
に
召
集
さ
れ
、
仙
台
の
第
四

連
隊
に
入
営
、
見
習
医
官
と
し
て
上
海
・
南

京
へ
出
征
し
た
。
翌
年
九
月
、
負
傷
か
病
気

か
不
明
だ
が
、
大
阪
日
赤
病
院
に
入
院
し
て
、

一
二
月
に
召
集
解
除
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
四
一
年
に
再
び
召

集
、
宮
城
県
の
東
部
第

一
一
一
部
隊
（
第
一
二

航
空
教
育
隊
）
に
入
隊
、

翌
年
少
尉
と
な
る
。
一

九
四
三
年
一
〇
月
に
満

州
吉
林
省
に
出
征
、
翌

年
八
月
に
、
漢
口
陸
軍

病
院
で
戦
病
死
し
た
。

従
軍
日
誌
は
、
こ
の

間
に
戦
地
で
書
か
れ
た

も
の
で
、
ノ
ー
ト
に
細
か
い
字
で
び
っ
し
り

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
か
ら
は
、

残
し
て
き
た
妻
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
と
、

軍
隊
と
い
う
組
織
に
様
々
な
矛
盾
を
感
じ
、

さ
み
し
さ
と
孤
独
を
抱
え
た
日
々
で
あ
っ
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
上
官
の
検
閲
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
時
々
の
心
情
を
吐
露
す
る

個
人
的
な
日
誌
と
し
て
書
か
れ
た
た
め
、
こ

の
よ
う
に
本
音
を
正
直
に
記
す
こ
と
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
。
死
後
、
戦
友
が
遺
品
と
し
て

家
族
に
届
け
て
く
れ
た
と
い
う
。

一
方
、
敗
戦
を
戦
地
で
迎
え
た
兵
士
は
、

こ
う
し
た
従
軍
日
誌
な
ど
の
処
分
を
命
じ
ら

れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
敗
戦
を
迎
え
、
イ
ギ

リ
ス
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
金
子
清
さ
ん
の
場

合
も
そ
う
だ
っ
た
（
写
真
４
、
金
子
清
家
資

料
）。
捕
虜
と
な
る
前
に
、
持
っ
て
い
た
日

記
や
写
真
を
す
べ
て
焼
却
し
た
と
い
う
。

金
子
さ
ん
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）

年
屏
風
浦
村
（
現
磯
子
区
森
町
）
の
農
家
に

生
ま
れ
た
。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六

月
に
召
集
さ
れ
、
東
部
第
八
部
隊
（
近
衛
歩

兵
第
七
連
隊
）
に
入
隊
、
八
月
南
方
軍
の
第

一
一
六
〇
部
隊
に
転
属
、
一
二
月
に
仏
印
サ

ン
ジ
ャ
ッ
ク
（
現
ベ
ト
ナ
ム
ブ
ン
タ
ウ
）
の

独
立
混
成
歩
兵
第
四
三
〇
大
隊
に
配
属
さ
れ

た
。
戦
後
、
捕
虜
と
な
っ
て
し
ば
ら
く
労
役

作
業
に
つ
い
て
い
た
が
、
一
九
四
七
年
六
月

佐
世
保
に
上
陸
、
よ
う
や
く
復
員
を
果
た
す
。

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
頃
に
な
っ
て
、

先
に
処
分
し
た
従
軍
日
記
の
再
現
作
業
を
始

め
、「
東
南
亜
細
亜
官
費
旅
行
記
」
と
あ
え

て
従
軍
記
と
は
思
え
な
い
題
を
つ
け
、「
皇

軍
編
」「
終
戦
抑
留
編
」「
抑
留
復
員
編
」
の

三
編
の
手
記
に
ま
と
め
た
。
す
べ
て
手
書
き

で
、
罫
紙
三
〇
〇
枚
に
も
及
ぼ
う
か
と
い
う

大
部
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
地
へ
向

か
う
輸
送
船
団
が
敵
の
攻
撃
で
ほ
と
ん
ど
全

滅
状
態
と
な
り
、
自
分
の
船
も
魚
雷
が
命
中

し
た
が
か
ろ
う
じ
て
沈
没
を
免
れ
た
経
緯
な

ど
、
具
体
的
に
実
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
地
の
様
子
を
描
い
た
絵
が
と
き

お
り
は
さ
み
こ
ま
れ
、
実
家
に
残
さ
れ
て
い

た
軍
事
郵
便
や
、
何
枚
か
の
写
真
と
あ
わ
せ

て
手
記
の
証
言
性
を
高
め
て
い
る
。

金
子
さ
ん
の
軍
事
郵
便
は
、
戦
地
に
着
い

写真3　入営のため帰郷する田中国一郎と家族　
� 1944（昭和19）年3月20日　田中一郎家資料

写真4　入隊した頃の金子清
� 1944（昭和19）年8月　金子清家資料
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て
か
ら
捕
虜
と
な
り
、
佐
世
保
に
上
陸
す
る

ま
で
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

捕
虜
収
容
所
か
ら
送
っ
た
軍
事
郵
便
は
珍
し

い
（
写
真
５
）。「
被
武
装
解
除
軍
人
郵
便
」

と
日
本
語
と
英
語
で
表
記
さ
れ
、
さ
ら
に
連

合
国
軍
の
検
閲
マ
ー
ク
で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｄ
ス
タ

ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
父

新
太
郎
さ
ん
の
返
信
も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ

ち
ら
に
も
Ｃ
Ｃ
Ｄ
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い

る
。
清
さ
ん
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

一
人
一
人
の
戦
争
体
験

通
称
暁
部
隊
、
陸
軍
船
舶
工
兵
部
隊
に
所

属
し
て
い
た
岡
正
三
さ
ん
は
、
戦
争
体
験
の

手
記
と
共
に
、
上
陸
用
舟
艇
な
ど
の
絵
を
書

い
て
い
る
（
写
真
６
、
岡
正
三
家
資
料
）。

写
真
と
見
比
べ
て
も
舟
艇
の
特
徴
を
よ
く
捉

え
て
い
る
が
、
何
よ
り
大
雨
の
日
の
水
く
み

や
、
上
陸
作
戦
の
様
子
な
ど
、
当
時
の
実
際

が
実
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

岡
正
三
さ
ん
は
島
根
県
松
江
市
出
身
、
一

九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
八
月
生
ま
れ
で
、

現
在
九
三
歳
で
あ
る
。
一
九
四
三
（
昭
和
一

八
）
年
か
ら
三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
に
務
め
、

西
区
紅
葉
ヶ
丘
に
間
借
り
暮
ら
し
だ
っ
た
。

入
営
の
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
九

四
四
年
に
福
岡
に
集
合
し
て
教
練
を
受
け
た

後
、船
で
台
湾
に
向
か
い
台
南
市
の
安
平（
ア

ン
ピ
ン
）
に
あ
っ
た
兵
舎
に
入
っ
た
。
安
平

で
は
「
連
日
特
訓
を
受
け
、
地
獄
の
よ
う
な

毎
日
」
だ
っ
た
と
手
記
に
記
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
の
特
訓
を
別
に

受
け
た
と
い
う
か
ら
、
入
営
し
て
か
ら
志
願

し
た
も
の
だ
ろ
う
。
安
平
で
は
、
上
空
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
空
中
戦
も
目
撃
し
て
い
る
。

実
戦
に
は
、
ル
ソ
ン
島
の
北
サ
ン
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
上
陸
作
戦
に
参
加
し
た
。
時
期
は
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
一
九
四
四
年

暮
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
元
初
年
兵
仲
間
に
会
い
、「
手
を

握
り
あ
っ
て
互
に
無
事
を
祈
っ
て
別
れ
」
た

と
い
う
。
そ
し
て
、「
上
陸
作
戦
は
夜
か
ら

朝
迄
、
か
な
り
明
る
く
な
っ
て
無
事
終
了

し
」、
台
湾
に
戻
っ
た
。
ル
ソ
ン
島
で
は
、

米
軍
が
上
陸
し
た
一
九
四
五
年
一
月
か
ら
激

戦
が
続
き
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
一

方
、
岡
さ
ん
の
部
隊
は
そ
の
後
新
潟
県
沼
垂

に
移
動
し
、
岡
さ
ん
自
身
は
作
業
中
に
け
が

を
し
て
新
発
田
陸
軍
病
院
に
入
院
、
療
養
中

に
戦
争
が
終
わ
っ
て
帰
還
し
た
。

こ
う
し
て
兵
士
の
記
録
を
見
て
く
る
と
、

一
人
一
人
の
経
験
が
実
に
様
々
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
農
村
部
と
違
い
地

方
出
身
者
も
多
く
、
配
属
先
の
部
隊
が
多
彩

で
あ
っ
た
と
い
う
、
都
市
横
浜
な
ら
で
は
の

事
情
も
あ
る
。
他
方
、
ど
の
部
隊
、
ど
ん
な

戦
地
に
い
よ
う
が
、
兵
士
た
ち
が
家
族
の
こ

と
を
思
う
心
情
は
皆
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

家
族
た
ち
も
ま
た
、
兵
士
の
無
事
を
祈
り
、

復
員
を
待
ち
望
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。

今
回
紹
介
し
た
九
人
の
内
、
戦
死
し
た
田

辺
さ
ん
・
田
中
さ
ん
・
鈴
木
さ
ん
は
い
ず
れ

も
戦
病
死
で
、
お
子
さ
ん
も
い
た
。
ま
た
、

召
集
時
に
、
三
〇
歳
を
超
え
て
い
た
の
が
三

人
、
吉
原
さ
ん
は
三
二
歳
と
三
六
歳
の
二
度
、

田
中
さ
ん
は
三
六
歳
、
金
子
さ
ん
は
三
四
歳

だ
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
も
、
二
度
目
の
召
集
は

三
二
歳
だ
っ
た
。
日
中
戦
争
時
に
召
集
さ
れ

た
の
は
四
人
で
、
残
り
の
五
人
は
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
召
集
で
あ
っ
た
。
田

中
さ
ん
と
金
子
さ
ん
の
二
人
は
、
一
九
四
四

年
に
三
〇
歳
台
半
ば
で
召
集
さ
れ
て
お
り
、

戦
況
の
悪
化
と
共
に
動
員
が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
個
別
の
事
例
で
は
あ

る
が
、
こ
う
し
た
記
録
の
積
み
重
ね
の
先
に
、

戦
争
の
実
像
は
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
軍

隊
や
戦
争
と
無
縁
で
は
生
き
ら
れ
な
か
っ
た

時
代
の
、
兵
士
た
ち
の
記
録
を
残
す
こ
と
が
、

戦
争
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
兵

士
一
人
一
人
の
記
録
や
資
料
が
、
大
切
な
理

由
が
そ
こ
に
あ
る
。�

（
羽
田
博
昭
）
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